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置宮司冒置冨商担割E 主主主内容

功績者曹膨直良建股工事葺影 P.4 
0とむよ

女と男の情報紙ハーモニー P.5 

上田市の聴員数給与研惇

福利厚生忽どの状況について P.lO 

中学生嗣税棟語の入選作品 P.13 

お知己せ P.15 

保健ガイド P.23 
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費抵のことば

師走に入った 1日、上田駅お域口イル

ミネー一 γ ヨ;.-!.'.(U式が行われました。夕

方6時過さ 集まった多くの人が且苛る

中、自灯スイッチが入れられると、 69.300

怖の灯りが広場を彩り始めました。イル

ミネーンヲンの/HTIま 来均 3月10日ま

で。新「上IIIIUJが縫当するまで上田駅

を波山します。

12.16ル

cわす

図書館劃遍棺分宣

地適正太郎真 田太平配闘

アクアプフザ上田

市 民 会 館

児童館 ・児童 センタ

相 染 間
市民0コ轟スケ ト唱

大 星 ヨ告 唱

室賀朝温体泉ささらくの現揖 (昼)
認はみ な 営

情報フ イプブリ

↑尊 物 龍
f置i-a国分寺資料臨

山本鼎配 念 館

主 イヒ 会 間

"1 iZE 官官

メテ'チィアテフン ド情UE輯DセA 
マルメィ7' ンタ

市民プフザ ・ゅう

市の民森体体育育曲園、市自照民運第動体公園育体館育市陣民

12 

12月23日-1月7日
行事・イベントカレンダー

23嗣

24凶

25岡

26例)

27凶

28岡

29同

30圃

31出

1 (日)
2伺)

3i:k1 

4岡

5同

6嗣

7出

向分で州連創 '1 (しめかぎり)を作ってみよう 砂P.1S

宅釘i弘元主ささらのぬ「餅っき体験Jrしめ飾り作りJ~ p.19 
フラワーアレ〆ジメント作品)i~ (-2511)砂β19

クリスマス特別ピヂオ上映会惨P.20

ウイ クエンドリサイクル(10:凹 -12曲やおふく上蝋応l

しおだ野ショッピングセンタ ) 

「人間の縦件」上映会 砂p.l9

シンポジウム rJ-.HJ地織で安心してIl¥illi:するためにJ"1>.19 
凧段 (-jR 12町村)砂，20

「人聞の傭件Jj，映会砂p.19
クリスマス特別ピデオ上映会砂P20

国民年金保険料m張依収と納付相訴砂p.17

平成 18if版カレ J ダー 予帳プレゼ〆卜会砂p.18
lI1ililクリスマスコノサ ト..p.19 
「人間の続件」上映会砂p.19

lヨ民年金保険科目i税政収と納付相談惨 p.17

元"

本のおもちゃとむかし遊ぴ炭 (-iO日)砂p.2O

ウィ}クエ/ドリサイクル 110曲 -12:曲 ツルヤ上山山口

広1 マツヤよ[11防)

お正月特別ピデオ上朗会 (-911)砂p.20

メディアランドでお正月を遊ぼう (-8日).. p.2O 

長年末司始のごみ収集については p.22をご覧〈ださゐ、。

年来年 始 の 休 業 日 川・・網かけの部分が休韓日です)

12/28刷 12/29嗣 12/30出 12/31出 111 (目) 112聞 1/3tk) 1/4休J2/28嗣 112/29嗣 112/30出 112/31出 I111剛 I1ほ聞 I1/3凶 I1/4蜘

23日 ~

10 --17時

-6日

正午 Z 午

10-21時 10-17時 昼間"休み 10 -17時 10-21時

， 
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1・
i写真をご希望の方は、総書課広
i報うえだ担当へお電話ください。

n22"410C 内線 1115拘メ弓?定ヶ・35 

合l井まであと 100EIとなった 11月26

日仕入 4市町村をつなぐトーチリレーが

行われました。武石村のともしぴ博物館

で点火された卜ーチは、丸子町~上田

市~其凹町と手渡されました。造中、市

内では中央公民館から上回城跡公聞ま

で市民有志をはじめ、JI(小学校第二

中学校 mWJ小学校などの皆さんがト

チを干に走りました。

みんなでつなごう
4市町村トーチl

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
月
U
日
四

出 15回暴力迫肱長野県民大告が上田市民会館で聞

かれ、県内各地から約 1200人が書加Lました。大会

では晶力追抜活動に功労があった団体、暴力迫放ポス

ター標加入選者の表彰や大会立言の朗読、講出会が

行われました。

暴
力
追
放

長
野
県
民
大
会

け
月
げ
日
同

中央公民館で開催された間際交流フェスティパル。

当日は各国の展示制介コーナ や料理の試食などが行

われました。また、小学校に通う外聞絡児童犯人が意

見発表を行い、日本間が分からず苦労したこと、同じ

ように来日した子とeもと学校で友達になれたこと、将来

の夢などを日本間で発表しました。

西
小
学
校
P
T
A活
動
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
日
月
但
白
山間

PTAバザー「西小元気市」ゃ「西小児童み

まもり隊」なとdの活動を積極的に行っている西

小学校 PTAの皆さんが、 11月22日、文部科

学大臣表彰を畳けました。25日には市役所を

訪れ受賞の報告をされました。
， 

産
院
存
続
を
願
い
署
名
を
提
出

γ
-
z

三 円
月
四
日
伺rrいいお産l を~み上田市産院存続を求める

ほの会」の皆さんが 11月28日、市役所を訪れ、

産院存続を求める要望性と 7万 9262人分の署

名を市長へ拠出しました。

3 200$.1:!.16 
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平
成
何
年
度
よ
田
市
坊
績
岩
表
彰
式

2

3

i

:

i

1
1

ノ

今
回
は
上
田
市
町
表
彫
規
則
に
鼓
当
し
、
各
分
野
で
優
れ
た
功
績

一
が
怠
る
と
認
め
ら
れ
た

η入、
1
団
悼
の
皆
さ
ん
が
畳
賞
さ
れ
ま
し
た
。
一

畳
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
敬
称
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五
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骨
順
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自
治
功
績

【6
人
】

市中外Il1Il1石
ilJi村山中中井

陸
夫

{η
薩
k
川
以
柳
町
)

明

{

列

車

神

制
)

公
雄
(
引
歳
。
町
占
聞
)

悩
(
砧
斑
・
五
加
)

脚
民
(
列
車
上
回
開
}

消
再
{
関
車
下
車
間
}

-
社
会
功
績
花
人
}

青

木

勝

井

(

剖

班

長

沢

)

浅
井
山
拍
子
{
臼
桂
木
町
}

井
上

一
(
汚

歳

秋

和

)

大
浮
遊
(
伺
恒
雄
・
仁
古
田
)

春
日
美
枝
子
(
拓
哉
。
西
脇
)

架
内
ま
ち
子
(
曲
段
上
場
)

車
問
た
か
子
(
関
薩
仁
沢
)

角
谷
華
陣
(
刊
躍

F
紺
日
間
町
)

中

沢

直

下

{η
蹴
諏
紡
部
)

中

滞

洋

一
{
回
斑
上
宅
自
)

阿
川
代
叶
人

(
個
躍
中
組
)

開

場

紀

夫
A

刷
躍
北
市
町
)

桐
井

P
F
行
薩
梅
野
町
}

蝋
江
の
り
子
{
刊
歳
御
所
}

百
滞
八
江
チ
(
沼
成
・
新
町
)

武
A

官
官
珪
(
神
様
。

t
川
hm
柳
町
)

轟
宜
去
(
回
車
怯
日
地
町
)

以
耐
旧
雄
三
二
位

最

岩

下

}

-
教
育
・
文
化
功
績

【引
人

+
1団
体
】

訂

版

陣

三

{引
棋
上
山
岨
}

上

野

叩

子

{剖
棋
ヒ
常
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大

久

保

作

(均
車
触
が
丘
北
}

証

則

非

一
(
剖
様
鷹
匠
町
)

長

問

功

(肝
斑
・
よ
極
尻
)

世
駅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
の
会

出

滞

弘

幸

(
河
蹴
新

聞
)

風
間
井
松
夫
(
市
曜
大
屋
)

佐

藤

秀

夫

(η
最

神

畑

)

沌

滞

尚

久

(η
斑
・
点
以
w帥
u

ぬ
川

M
)

武

引

勉

(ね
揖
e

大

臣

)

田

中

特

長

(臼
歳
中
之
晶
)

堤

強

(

百

歳

袋

町

)

中
白
根
世

一
(
引

蹴

保

野

)

中
村

nu
人

{η
最

中

村

}

作
円
山
同
世
叶

{
印
成
朝
日
ケ
丘
)

日

本

述

郎

(η
蹴
e

上
本
蝿
)

山

浦

附

子

(出

世

雌

4
本
)

山

山

佑

子

(
日
成
。

崎

北
)

山

口

忠

久

(苅

棋

本

町

)

告

附

茂

去

(問
別
措
上
塩
日
札
}

我

事

忠

夫
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成

古

刊

)
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自治功輔、社会功植者

藤
林

一
郎

(剖
躍
諏
訪
部
}

相
内
骨
太
(
市
歳

三
好
町
)

水
ハ
介
毘
世
去

(同
車
・
御
所
)

峯

村

宜

伊

(

市

成

中

組

) 敦賀宜化功植者
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産業功踊者

政矢 U，'1イ
逃，)袋向

郎
之

〔位

成

叫

入

)

幸

一
(
河
世
下
地
尻
)

融
制
力
(
引
歳
大
腿
)

謙

-
(問削成

e
F紺
出
町
)

‘' 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
優
良
建
設
工
事
表
彰

平
成
同
年
度
に
竣
工
し
た
、
上

則
市
発
注
の
l
件
の
請
負
金
額
が

却
万
円
以
上
で
、
上
関
市
に
本
社

が
あ
る
会
社
が
施
工
し
た
工
事
部

件
の
中
か
ら、

6
件
を
世
良
越
投

工
耶
と
し
て
選
定

L
.
そ
の
旭
設

工
事
を
行
っ
た
雄
政
章
持
及
び
現

場
代
刊
↑人
が
占
彰
さ
れ
ま

L
f
z

受
賞
さ
れ
た
6
社
は
次
の
と
お

り
で
す
。

大
脱
出
辿
政
相
、
帽
宮
ド
組
、
上
野

俊
倫
相
、
日
本
ガ
ス
水
道
棚
、
北

似
設
備
側
、
高
原
辿
m
首
相



• 

ねり

ら農協か

変化のう
今、

云さ一、
旧
月
E
E
(臼
)
、
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
「
第
E
回

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
一

一

の
上
田
市
で
最
後
と
な
る
表
影
式
で
受
賞
さ
れ
た
の
は
「
信
州
う

一

え
だ
農
業
協
同
組
合
(
以
下
、

J
A
信
州
う
え
だ
と
さ
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
農
業
の
よ
う
な
昔
か

一
5
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
の
分
野
で
は
、
な
ん
と
な
く
男
女
共

一

同
参
画
が
進
み
づ
ら
い
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
せ
ん
か
つ
し
か
し

一

今
、
こ
と
か

5
大
告
な
変
化
の
う
ね
り
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
県
下
一

の
J
A
全
体
で
、
理
事
や
総
代
(
事
業
や
決
算
な
ど
の
審
議
や
議
決
一

在
行
う
機
関
)
で
の
女
性
の
割
合
は
培
え
、

7
月
お
日
(
火
)
に
陪
‘

信
灘
毎
日
新
聞
で
も
取
り
上
げ
己
れ
ま
し
た
。

J
A
の
経
営
や
事

一

一

業
に
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
女
性
を
登
用
す
る
動
き

は
県
下
告
地
の
J
A
で
始
ま
っ
て
お
り
、
今
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
一

也
一言

i
i
u司
i
i
1
1
1

〈〉
平
成
臼
年
か
ら
県
下
J
A
に
先

駆
け
て
女
性
理
事

{3
人
)
を

査
用
し
、
理
事
と
し
て
の
通
柑

の
職
務
は
も
と
よ
り
、
女
性
な

ら
で
は
の
悦
白
か
ら
生
活
福

祉
帯
の
分
野
で
指
噂
力
を
藷
剛
押

し
て
い
ま
す
。

。J
A
の
最
高
議
決
機
関
宜
志

決
定
機
関
で
あ
る
総
代
金
で
、

四
人
の
女
性
総
代
が
選
柾
さ
れ

て
お
り
、

J
A
総
代
金
や
各
種

委
只
会
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

O
J
A
主
性
部

(
平
成
同
年
日
月

末
現
在
の
部
日
数

1
7
9
9

人
)
を
組
織
し
、
各
組
研
修
会

や
地
域
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

[JA信州うえだの女性の登用状況(平成 17年度)]

支所運営委員

158/935 3/41 人数(人)

16.5 

*理事選出にあたり 役u選任縦続で学被経験者仲から 3人を女性と定め、立織的に畳JIl

を進めています.

北総代の任期は3年。1"村単fil.で 36区域の中か勺立候補し、選苧Lます。

ホ主jfr~整常番日の選U\では、縦定により女性を少なくとも 2 人と定めています.

108/827 

13 7.3 

• 

代総理事(女性/全体)

割合(%)

男
女
共
同
事
聞
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性

部
の
役
目
は
支
所
連
世
委
員
会

な
と
J

A
迷
信
M

に
附
す
る
基
幹

会
議
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

O
J
A
の
中
長
期
構
想
の
基
本
日

傑
に
「
立
性
の
J
A
経
常
や
連

世
へ
の
参
画
促
進
」
を
拘
げ
、

組
織
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

5 2005.12.11) 



一

「
生
活
の
視
点
」
を

自
信
に
し
て

ま
市
川

久
子
さ
ん

*
平
成
日
年
に
初
め
て

3
人
的
女

性
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

3
つ
の
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
{
学
識

経
験
者
枠
)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
女

性
が
選
出
さ
れ
、
現
在

3
人
は

2
期
目
を
向
か
え
て
活
附
さ
れ

て
い
ま
す
。

-
2期
目
を
迎
え
て
、
買
持
ち
の

霊
化
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

推
弼
を
受
け
た
と
き
は
、
悩
ん

だ
の
で
す
が
、
こ
れ
で
断
っ
た
の

で
は
佳
に
女
性
が
続
い
て
い
か

れ
な
い
と
思
い
決
心
し
ま
し
た
。

l
期
日
は
手
探
り
の
状
態
で
無
我

夢
中
で
し
た
。
理
事
舎
の
資
料
の

見
方
も
わ
か
ら
な
く
て
勉
強
し
ま

し
た
が
日
需
生
活
で
は
世
わ
な

い
も
の
な
の
で
、
す
ぐ
に
は
身
に

な
ら
ず
、
本
当
に

一
世

一
歩
で
し

た
。
は
じ
め
は
、

「
こ
ん
な
こ
と
聞

い
て
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が

」
と
か
前
世
き
を
し
て
、
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
質
問
を
し
て
い
ま

'
レ
れ
~
。

だ
ん
だ
ん
勉
強
し
て
い
る
う
ち

に
、
ま
ず
生
活
に
身
近
な
こ
と
か

勺
質
問
し
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
で
自
信
が
つ
き
ま

し
た
。
男
性
は
、
経
済
と
か
社
会

一
般
の
広
い
視
野
が
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
生
活
"
自
分
た
ち

の
足
元
を
見
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
そ
の
視
点
を
生
か
し
て
、
必

要
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
協
議
に
か

け
ま
し
子
、

特
に
力
を
入
れ
た
の
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
す
か
。

「
立
の
安
心
安
全
」
と
雷
わ
れ

ま
す
が
、

J
A
に
は
生
活
に
密
着

し
た
良
い
商
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
「
生
活
町
中
で
こ
ん
な
ふ
う

に
役
立
つ
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を

生
か
し
て
、
商
品
の
P
R
活
動
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
男
性
も

含
め
て
研
修
を
行
っ
た
り
、
実
際

に
商
品
を
利
用
し
て
作
っ
た
も
の

を
食
べ
て
も
ら
っ
た
句
し
ま
し
た
。

却
性
や
経
世
者
側
に
も
、
そ
の
良

さ
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
商
品
を
売
る
こ
と
だ

け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

女
性
部
で

P

R
活
動
を
す
る
の

ι 

に
、
パ
y
ク
ア
y
プ
す
る
体
制
が
辛

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

P
R
活
動
の
中
で
料
理
を
覚
え

て
、
扱
っ
て
い
る
商
品
を
使
っ
て
そ

の
料
理
を
刊
り
紹
介
す
る
。
自
分

が
そ
う
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
ま

た
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
の
女
性
理
事
」
と
い
う

こ
と
で
、
プ
レ
y
シ
ャ
ー
も
あ

っ
た
の
で
は
?

発
言
の
一
つ
ひ
と
つ
が
注
目
さ

れ
る
の
で
、
は
じ
め
は
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は

楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
席
に
措
く
ま

で
の
問
に
、
あ
い
さ
つ
や
ち
ょ
っ
と

し
た
会
話
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち

ゃ
空
気
が
な
ご
み
、
情
報
交
換
や

交
流
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
男
性
に
害
者

d

容
を
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
理
事
会
が

楽
し
く
一
な
っ
て
き
ま
し
た
。
内
容

は
離
し
い
け
れ
ど
、
悲
し
い
と
感

じ
ら
れ
る
理
事
会
で
な
け
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
桂
の
展
望
や
、
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

四
人
の
女
性
総
代
が
誕
生
し

て
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
総

代
と
理
事
と
の
懇
談
の
機
会
を
持

っ
て
、
ム
マ
佐
の

J
A週
古
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

2ω'5.12.16 6 

今
、
私
た
ち
は
決
ま

っ
た
枠
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
枠
に
と
ど

ま
ら
ず
に
女
性
理
事
が

増
え
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
そ
れ
く
ら

い
の
自
信
を
つ
け
た
い
。

止
に
選
出
さ
れ
た
人
が
、

一
ー
か
ら
自
力
で
や
ら
辛

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

つ
ま
づ
い
て
し
ま
う
の

で
経
験
者
が
サ
ポ
ー

ト
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
士
、

今
佳
特
に
必
要
な
の

は
、
女
性
が
自
分
の
家
の
財
産
や

管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
直
究
所
な
ど
で

活
躍
す
る
女
性
が
明
え
て
い
ま
す

が
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
得
た
財

産
の
管
理
の
仕
方
を
知
る
機
会

が
、
不
十
分
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
書
画
の
視
点
か
ら
し
て

も
、
「
財
産
の
こ
と
は
男
性
世
せ
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
女
性
自
身

が
財
産
や
保
険
と
い
っ
た
部
分
の

生
活
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ー
後
に
続
く
女
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

前
向
き
に
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
害

加
・
書
聞
す
る
こ
と
、
組
合
口
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
で
す
ね
。
も
う
ひ
と

司e

つ
、
理
事
に
在
っ
た
ら
女
性
部
の

活
動
に
参
加
し
て
、
地
域
を
知
る

こ
と
で
す
。

出
撃
は
苦
し
い
な
ん
て
思
い
込

ま
ず
に
、
前
向
き
に
楽
し
く
や
る

工
去
を
し
ま
し
ょ
う
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女
性
の
参
画
は
必
然
的

大
切
な
の
は

活
路
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と

代
表
理
事
組
合
長

間
島

重

隆
さ
ん

女
性
白
書
面
に
つ

い
て
、

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

実
際
に
農
業
を
支
え
る
の
に
、

女
性
の
力
が
大
き
い
の
が
現
状
で

す
。
時
代
の
変
化
の
中
で
、
民
業

や
J
A
が
存
続
し
て
い
こ
う
と
す

れ
ば
、
女
性
の
組
織
経
営
へ
の

書
画
は

E
然
的
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
女
性
の
関
わ
り
方
は
、
干

ど
の

約
注
文
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

共
同
購
入
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
で
し
た
が
、
今
後
は
執
行
e

決
議
監
査
と
い
っ
た
、
広
い
範
聞

で
の
害
聞
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
す
。
ま
た
、
今
能
さ
ら

に
進
行
す
る
高
齢
化
の
中
で
、
健

康
福
柾
事
業
を
展
開
し
て
い
く
上

で
は
、
ど
う
し
て
も
今
ま
で
地
域

福
祉
を
担
っ
て
き
た
女
性
的
力
が

必
要
で
す
。
J
A
の
商
品
の
普
及

に
も
、
さ
ら
に
尽
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
の

知
恵
と
力
が
必
要
な
時
代
で
す
O

K
性
の
大
き
な
力
を
借
り
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
組
織
運
官
は
厳

し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

-
J
A
信
州
う
え
だ
で
は
、
県
下
で

も
先
駆
け
て
女
性
の
畳
用
に
力

を
入
れ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。

畳
朋
し
た
数
値
が
注
目
さ
れ
る

ーーーー一ー一一-ーー-町一
企

の
で
、

「
J
A
は
男
女
共
同
書
画

が
進
ん
で
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
て
の
組
合
口
の
皆
さ

ん
に
ま
で
立
識
が
浸
透
し
て
い
る

か
と
い
え
ば
、
ま
だ
で
し
ょ
う
。

現
在
、
女
性
の
型
車
は
決
ま
っ
た

枠
の
中
か
ら
選
考
し
て
い
ま
す

が
、
今
怯
は
地
域
の
中
か
ら
、
選

挙
に
よ
っ
て
自
然
に
立
制
が
書
画

で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
総
代
と
し
て
活
躍
し

て
も
ら
う
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
女

性
の
正
組
合
員
を
増
や
し
て
い
く

対
応
策
も
と
ら
-
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
全
国
で
も
県
で
も
、

女
性
の
畳
間
に
閲
し
て
数
値
目
標

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
女
性
総
代

や
女
性
理
事
を
登
用
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
本
当
に
女
性
の
活
動
の

場
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
受
け

入
れ
態
勢
が
あ
る
か
と
い

っ
た
中

身
が
重
要
だ
と
事
え
て
い
ま
す
。

3
人
の
女
性
理
事
の
皆
さ
ん

は、

2
期
目
を
迎
え
て
霊
化
は

あ
り
ま
す
か
。

は
じ
め
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
‘

2
則
目
に
な
っ
て
自

信
が
つ
い
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
男
性
と
対
等
に
、

堂
々
と
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
「
私
は
女
性
理
事
だ
か
ら
」

な
ん
て
宜
識
は
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
ま
す
。
最
初
は
、
私
た

ち
の
側
に
も
多
少
戸
惑
い
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
全
伏

「立
性
だ

か
ら
」
と
い
う
意
識
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
占
で
は
、
私
た
ち
も

変
わ
っ
た
か
一
な
、

3
人
が
定
着
し

て
き
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。
た
だ
、
私
た
ち
が
感
じ
て

い
る
こ
と
と
、
女
性
が
実
際
に
審

問
し
て
感
じ
た
こ
と
と
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
と
す
れ
ば
.
男
性
の
側
も

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
普
し
て

い
く
よ
う
務
め
な
け
れ
ば
告
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

支
所
通
営
委
員
の
選
出
に
つ
い

て
も
、
今
回
は
各
支
所
最
低

2
人

と
女
性
の
人
数
を
指
定
し
ま
し

た
。
は
じ
め
か
ら

一
人
と
い
う
の

は
や
は
り
心
細
い
で
し
ょ
う
か

ら、

2
人
以
上
で
就
任
す
る
の
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

ー
は
じ
め
は
人
数
を
決
め
た
悟
う

が
良
い
の
で
し
ょ
う
か。

定
数
を
決
め
て
お
く
こ
と
は
、

立
性
の
書
闘
が
定
着
す
る
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で

す
が
、
今
後
は
世
然
的
に
女
性
が

抑
え
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
総
代
に
つ
い
て
も
、
生
身
の

親
と
も
い
え
る
雌
人
の
皆
さ
ん

が
、
ど
う
任
務
を
終
え
て
次
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
の
か
、
立
も

寄
闘
で
き
る
の
か
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
現
在
就
任
し
て
い
る

方
た
ち
か
ら
次
へ
続
く
よ
う
に
、

女
性
の
総
代
が
培
え
る
環
境
づ
く

り
は
、
私
た
ち
も
努
力
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

放
り
っ
ぱ
な
し
で
は
い
け
な
い
。

人
数
が
少
な
す
ぎ
て
日
身
が
ひ
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
で
は
尭

言
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
ね
。

ー
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
生

の
で
す
ね
。

女
性
参
画
は
必
蛇
性
の
原
理
に

従
う
も
の
で
あ
っ
て
、
男
女
の
人

数
が
ど
う
の
と
言
っ
て
い
る
う
ち

は
、
本
当
に
は
書
画
が
進
ん
で
い

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
放

っ
て
お
く
だ
け
で
は
伺
も
変
わ
ら

な
い
の
で
、

一
石
を
投
じ
女
性

に
頑
張
っ
て
も
ら
う
環
境
を
整
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
意

識
の
問
題
も
あ
る
の
で
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
が
市
る
と
思
い
ま

す
が
、
女
性
が
地
峨
の
代
表
に
な

っ
た
ら
、
ま
わ
り
が
支
え
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ー
今
植
さ
ら
に
女
性
が
書
画
す
る

た
め
に
は
何
が
必
要
だ
と
お
考

え
で
す
か
。

家
庭
や
男
性
の
理
解
が
な
け
れ

ば
、
女
性
の
社
会
進
出
は
無
理
と

い
う

こ
聞
が
あ
り
ま
す
。
今
活
組

し
て
い
る
方
は
家
族
の
思
解
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
活
制
す
る

人
の
た
め
に
は
、
市
や

J
A
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
環
境
づ

司電
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く
り
を
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
風

t
や
環
境
と
い
う

の
は
、
全
体
的
な
も
の
で
す
か
ら

主
性
の
理
事
や
総
代
が
大
勢
い
る

と
い
う
だ
け
で
な
く
.
参
画
し
や

す
い
環
境
.
つ
く
り
を
真
剣
に
や
っ

て
い
か
な
い
と
。
大
切
な
の
は
、

ど
れ
だ
け
川
制
し
て
も
ら
っ
て
い

る
か
と
い
う
中
身
で
す
。
女
性
の

理
事
や
総
代
の
皆
さ
ん
が
、
「
白

り
事
加
意
識
を
持
っ
て
や
ろ
う
」

と
意
欲
的
、
同
組
極
的
に
意
見
も
言

え
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
た
め
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

国
で
も
進
め
ら
れ
て
い
る
、
農
業
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画

畠
山
崩
村
に
お
け
る
男
女
共
同
事
画
の
確
立
|

民
林
水
産
省
や
内
閣
府
の
白
書

や
ホ
l
ム
ペ
l
dン
を
見
る
と
‘
畠

山
漁
村
に
お
け
る
男
女
共
同
書
画

的
障
立
に
向
け
て
の
施
置
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
林
水
産
官
で
は
、

独
自
に
目
立
共
同
番
目
幽
対
置
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、

法
令
を
は
じ
め
、
推
進
体
制
や
支

援
制
度
な
ど
を
詳
し
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

男
女
共
川
書
胞
に
関
連
す
る
法

令
や
指
剖
も
州世
相
相
さ
れ
て
お
り
、

「
開
立
共
同
書
阿
品
本
計
画
」
で

は
、
施
箭
の
基
本
的
万
向
の
ひ
と

つ
に
「
政
策
方
針
決
定
過
桂
へ
の

女
性
の
書
画
の
推
進
」
が
一
市
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
島
山
穂
村
男

女
共
同
書
画
推
進
指
針
」
で
は
、

「
女
性
は
、
民
業
経
営
に
お
け
る

亜
躍
な
担
い
手
で
あ
り
.
農
家
生

活
の
盟
百
や
股
村
地
地
社
会
の
維

持

活

性
化
に
大
き
く
抗
献
し
て

い
る
。
(中
略
て
」
の
た
め
、
良
山

漁
村
町
担
い
手
と
し
て
、
女
性
の

地
位
の
向
上
を
閣
り
、
男
性
と
共

に
審
問
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

抑
女
共
同
書
画

H
会
の
車
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
明
記
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
「
女
性
の
宰
両
は

必
然
」
で
す
ね
。

ι 

-平成16年度

醜業就業人口等に占める女性の割合

島章就草人口 3.622人

・うち宜性 2.000人

・女性の割合 55.2弘

車資料良伴水産省「良休業センサスJ.r民衆構

造動態日明資J、総務片 rr司勢調住」

-平成15年度

康業委員会への女性の参画状況乙

島章委員数
男 性

555.06人
(95.91%) 

農繁幸員数 57，875人

・うち女性 2，369人

."<<性の割合 4.09叫

事官t科経営同情造改轡持協同組織潟水産庁

水麗級官鴻調べ

編
集
後
記

細川2.16 8 

お
話
を
う
か
が
っ
た
お
二
人
に

は
、
「
前
向
き
に
」
と
い
う
こ
と

が
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
自
分
の
経
験
を
生
か
し
て
、

自
棋
な
形
で
「
前
向
き
に
」
。

一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
l
l
m京
共
同
書
画

社
会
づ
く
り
に
は
‘
こ
の
葺
勢
が

大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

晋
さ
ん
は
ど
う
お
感
じ
に
な
り
ま

し
た
か
?

• • • ••••••• 
[t説明(弔問顎訳E

• •• • • • •• • • ••• 
. 

• • • • • • • • • • • • ..・

「市 民プラザ・ゅう」内上田市材木町 1-2・2

話 /0268 -23 -5245 

FAX/0268-27-3123 

E-mail/danjo@city.ueda.nagano.jp 

• . • • • • • 

電
• 
• 
• 
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E I::::m~量告書・ .0

.6Q'健門}

咽即時閉

404健4，370万円
194健3，四7万円

48.0% 

... "。

[歳入]
予算現掴
収入済開

収入率

1【調。

"・..，.. 方向

80 

“一方向
・閣嗣万同

別...・鎚方阿

6Q ‘。2。o 

-圃眼λ清翻予算現筒

川 5四万円

"・5脚汚門

"・-曲開.!z宣工直翌互旦.. 
T 

3働問問
11.'.2・4方向

'50'館内).40 ." 1∞ 80 6Q 20 。

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
度
上
半
期
と
下
半
期
の

2
園
、
定
期
的
に
内
容

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
げ
年
産
上
半
期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
市
有
財
産
、

一

時
借
入
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
平
成
げ
年
9
月
初
日
現
在
。
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
。)

404健4，370万円
213健9，715万円

52.9% 

.契約満額

日前 税

L一一 ・2・・.. 方向
師通醐宜付金圃圃醐組問

地方空付税園・・・・・

国庫支出金圃・・帽醐万円
L... 16.7.378開

県支出会 3・..，綱方向1・w
路収入園臨調開

市債hω万閉

その他

畑山開

I歳 出]

予節理由
契約清副
貌持率

予算現鋼

崎哨万円

w・.，・7万円

3陪値9.807万阿
捕 8.015J専門

"・，.，河万円

鈴...“・"肉
10115，338万円

鈴.'"万岡
崎潤市内

側凪~方向

崎 町 円

33.8.85011>岡
崎制開

総務費

民生費

衛生貧

農鉢水産寮費

商工賃

土木賞

教育費

公債費

その他

[地方慣現在高i
一般会計 587 {! 8，294万円
特別会計 31壇2，日1万円
合 計 619憧 825万円

[市有財産]

積立金 43 {! 485万円
有価値券 1憧 2，344万円

出資による権利 11!・1，194万円
土地 262方4，140m
撞鞠 34万8.785m 
山林 1，911万6田4m
性宅(阻地 23万6，717m 

(1I鞠 7万2田8m

[一時借入金]

4畳間同

- 量国司底著書a圃圃圃圃圃圃正

。門

[地方慣現在高l
公営企雛会計 720瞳641万円

σヲ
将来の経営活勘に備えて行う砲般改良現在の経営遥動に用い
られている絹殴に係る金集債償還金などの収入支出を示すもの

- mì量当官~逼辛罰圃圃圃圃守

普十

，院

9 2()()j.J2.J6 

• 公共下水温事業

農業集落排水事鍵

司匹

• 開 定観
収益的収支

資本的収支

ゐ
宮

遭

院

水

産

1

2

3
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市
の
人
事
行
政
の
運
嘗
等
に
つ
い
て
「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
昔
、
職
員
数
・
給
与
研
修
・
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
公
表
し
ま
す
。

人tJ比“い

増減

ム 17

1.職員の任免及び聡員数に関する状況

11)職員の採用と退職の状況

| | 退職者数 | 採 用 者 数 | 

| 人 数 37 20 

d温嶋者数UU、平成均年4月1日がら平成"年3月針目の期間に退.した鴫員数です.
五，，得用者歓，jU、平成"年4月1日間保周者震設です.

(2)部門別職員数の状況と主主増減理由 (各年 4月 i日現主)

、¥、、、、、、~ lドF成総16員年数平人成)17年 対揃前減数年 主な泊滅理由

8 8 

15 141 "10 

般
2C E 

43 

業保健施有成世務士づ組見合の直く非体りし制骨支殺動見化世体制等しの充:
行 2団57 

。

政

部
44 42 ム 2

19 ， 

Fl 87 開

6?~ 612 ζ込

特別行 55 152 " 
四

55 152 " 
E務体制J.!.j

会部門十企公営車
水 道 ι13 44 

下水 国 26 ム 2

その 29 話 乙忌

'1' 118 115 ふ 3

会 895 879 " 16 
."瞭員敏J~ . iti・-貨の身分を保有する休聴者派遣雇員を含み臨時叉u非常動・臨員を除いています.
総本妻賢U、平成，7<草地方公共団体定員管理綱査に基づき作成しています，

C 

(4)職員の平均給料月額、平均給与月額亙び平均年齢の状坦

2職員の給与の状況

(1)人件費の状況 (平成 16年度普通会計決鉢)

分巨

.;，人件費には市長や市脇会組員"ど「特別礎Iの鎗科や紹酬も含まれています.

}内u、結例条例適用後の盆舗です.

上国市 長野県 E 
E 分

決定初任舘(同)決定初任鎗(門)決定初任l!il問)

大学卒 177.4凹 177.4曲
170.7曲

一敏行政破 184.4凹

高校卒 143.300 143.3∞ 138.800 

~;， ( 

(5)職員(J)初任給の状況

(2)職 員給与費の状況 (平成 17年度普通会計予算)

..手当にU退聴手当を含みません."与貴U当初予3草加よ積です。

(，)職員の経験年数別・学廃別平均給料月額の状況 (円)

絞験主手数

15年以上
20 年来瀦

経験年数

101:手以よ
15'事来満

経験2手数

7年以上
10年未満

分区

(3)ラスパイレス指数(給与水準)白状況

区 骨 上回市 全国市平均
， 

16年産 97.5 98.2 

'ω0$.12.16 10 ‘' 

(注)ラスパイレス指微とは園家公織員の"与水準を100とした温舎の地方
公務員の鉛与水当障を示す指惣です.



• 

(7)一般行政職の級別臆員数回状況

級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級

上
標準的在職務内容

主 宰 主事 主事
主任 係長 課長補性 課長 課長 部長 部長 計

田
技師等 披師等 技 師等 主査 係長 主幹 主幹 参事 参事

職 員 数 (人) 。 14 64 73 89 139 64 3 7 3 456 
市 4葺 成 比 (%) 3.1 14.0 16.0 19.5 30.5 14.0 0.7 1.5 0.7 100 

前年の構成比 (%) 0.4 3.8 14.0 16.0 18.7 30.9 14.1 0.2 1.9 。 100 

(，)職員手当白状況

E 分 国 長野県 よ回市 匡 分 全 車 峰 温

1711度支給制合(月)

期本手当勤勉手当

期末手当 6月期 1.40 0] 
12 JJ lUJ l曲 0.75 聞と同じ 国と同じ

勤勉手当 Z十 3加 1.45 
職制上の段附、総務の級等

による}Jlmm般有

.u全体に占める手当支給.nの割合 35.8% 

震
支給対象職日 l人あたり平均支給年額 諸団O円

下手iの極顕 16締罰

衛生倹査技術手当

支給額の多い手当 行線死病人取扱作東予当

代 主的な 福祉業務手当

手当の名利 給食作業従事手Ali
多くの職日に支給

司1椛等事務従事手当
されている手当

特鎌現場作業従様子当

区 分 届 長野県 上回市

(支給率)

自己都合勧奨定年 支給事等

月分 月分 固と同じ

退職手当
動線2u年 21.0 27.3 

国とI司じ
勤続25年 33.75 41.12 ill職時

勤続35年 47.5 59.28 特別昇給

罰喜

役職区分

部 長組職日 給料月額の 100分の 15

事 ヰル 給料月額の 100分の 13

課長級戦日 給料月額の 100分の 11

主 幹 給料月額の 100分の 10

o高臥使甑 目 指 59.28 (原則1号111 V 上記支""'より、 律マイナス5%の減額摘置を実泊中.

そ抗値の措置 特例給科1)額制度

分 内 仙台 (9)昇給期聞の短縮
支給総額 173.917千円

平成 15年度 喰日 l人当たり支給得額 197千円 区 骨 合計

支給総鮪 126.i06千円
平成 16年度 駿貝1人当たり支給年額 1却千円

職11数 (A) 972人

平成 16年度
普通昇給を短縮(12-24月)

詩人
して非給した戦口数 (B)

国 -山市.

内 容 比Z十 (B/A) 3.6% 

→ i 
らは 13瓜泊円

配偶者以外の扶】警視族2人までIl額 同特別臓の報酬等

草扶
6瓜泊刊

-配問者のいない場合の l入日月舶

11訓泊ドI 同

!01観伎でない配偶者をfiする場合の

I人目TlNi 6.5曲円

その池の扶発報h先月額5脱却円

:in:1j校 太学生等の扶建制肱に1;1:5.凹旧円

区 分
給料 月 額等

減額前 減額後 減額車

給 市長 1.017.0∞円 915.3叩 円 ム 10%

WJ 役 817.000円 743.4下O円 "'9特
キヰ

収入 役 717日∞ IL/ 659.640 ~/ ム 8%

を}Ju.t):
報 議 長 521.000円 500.160円 "'4出

J[lJ'，l} 

住居手当

ぉα.円以下の場合→月額家U-12仮泊I~ 持家借住呂

-月額京日が23訓)(WIを超える場合『
興

~ i-It3仮泊円

()!翻家Il-お脱泊!JJlx1 2+11.印加円 (1司…新築511'
p::ただし、 27瓜同門を限度) まで2.5叩 円)

同l議 長 456.0曲 円 442.320円 ム 3%
酬

議日 425.曲0円 416.5田 内 ム 2%

市 民 (平成 17年度支給割合)

期 助 位 給料月制 x145/100 x次の割合

目指→月額3.000円

通勤手当

A細川 1則和fJ ll .~
交通1Ol!刷用r.

. 55瓜拍円まで全額支給
の般向支給限度:

z交通11)共和fJll符 w 
甑3u脱泊Iq

. 2km以上に支給、距離に応じ4.1同円
(f主1 2.1‘百:~))l])

から 30.6剖円まで

来 収入役 6月間'/1.6月、12月月/1.75月、 言t3.35月

手 議 長 (平成 17年 度支給割合)

当 副議長 給料 月額 xJ45/100 x Aの申告

議只 6月開11.6月、12月j町1.75月、百/.3.35月

布陣会組員は期間中減額相当分を"月期末手当から滅舗。

11 2帥'5.12:16
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3.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 5目職員の服務の状況

(1)勤務時間 職員町営利企畢等への世事由松理，'1'成 16{I度) (111， lii 人)

1週間の勘輯時間
勤務時間

体憩時間 体息時間
(樟準的なもの)

40時間
12叩 -12:15

8030-17015 12:15-13凹
15曲 -15J5

(2)1手立体暇の取得状況 ('l~成 16年恥欣入、 IJJ

l総付与回数|総取得日数| 職員数 |平地取得田監

19，判O 5.786，1 972 6.0 

.."平成，"写1月1自の聴.，まから育児休健省と休畷者を聡いています

13)育児休暇の取得状況 {ド成 16削

l 区分| 男性 | 女性

( '11.(ι 人}

新規取得

前年度から躍躍 26 

9 o 
o 

性

年
一世

6
一

{

民
「

{
一

況

一性

耕

一男

f
一

取
一

白

「
l

何

一骨

謹

一
介
一区

4
戸

人叩
一
計
一

o新規取得

前年度から躍草

0 

0 

。

4.聡員の分限及び懲戒処分の状況

(1)骨限処分印成 16句山

分限処分とは 公務の能市のj{/J.1!.えびその適正な連世の磁保

の11的から‘ 地ノJ公務11法部 28条の地況にJt;づき、機11のなに

ばして行弓処分です ( 'll!主人}

分 限 降任 免聴 休破 費十

魁務実績が良くない渇合 o 。 。 o 

心身の故障による長期休暇 o o 10 10 

載に必要な適格牲を欠〈渇合 o 。 。 。

破制定徴。:改廃、予算の滅少に
。 。 。 。

よりJ轄髄J<1<過員在生じた場合

刑・g件に闘し起訴された渇合 。 。 。 。

(2) !11戒処骨 {ド成 16{1':I!t) 

，11.¥.長処分とは、 .11の慣務 lのぬsfil.ll，λや全体の修行行とし

て3、さわしくないJHiがあった地合 地H公荷11法第 29~長の脱

〉iiに嶋づき処分するものです (111. li1.人}

窓 戒 被告 或鎗 停機 免瞭 Z十

法令等に速度 。 。 。 。 。

峻務上積務i血圧 。 。 。 。 。

全体の奉仕者にふさわしく
。 。 o o o 

ない非行

従事の内容 許可数

日利を目的とする荘、昔、 1~を'止むことを

日的とする会社その他の111(~の役員な 。

どの地位を葺ねるもの

nら世相1を目的とする私企業を世むもの o 
報酬を得て事業若Lくは 'J~務に従'JIする 9 
もの(各H¥調在日など}

6.職員の研修及び勤務成績の評定の状況

( 1)職員の研修の状況 (ド成 16$"度} "~位入}

研修区分 研憧の内容 受講延人数

般研修 新説採JjJ、 111組、管理駿等 同2

特別研修 人揃1m也、引女共1・4参画I等 2開4

専門研修 パソコン、法制執萌等 310 

派遣研修
長野県円、 n治k学校、災害

227 
応援i眠遣 (rl'l昌、 11IiJ¥石町)等

計 3.233 

(2)職員の勤務評定的状況

l 評定の時期|年 1ful (J J1) 

評定の期間 I 4月 1nからはiJ31日まで

評定の対象者|全職!.11派遣、背児休業等の職11を除<1 

7.聡員の福祉及び利益の保護の状況

1J)健唐診断在どの実施状況 {平成 16年度単位入}

l世唐E断豊富者教 |人間ドック豊齢者融| がん検量豊監者世

72J 延べ813203 

(2)職員共清組合の設置>>.V:活動状況

.l& }i公務lJ法制42粂に法づく・ll1の保健、応主:¥1(111毘その他JI/.

11' に附寸る J~.lJtを実施するため 1:111市役所現n共済組合金，::):

rtし‘保健、保H磨、教集、休刊保興などの l'震を行っています

.I1Jt済組合は .uからのIJ~?n とI!i負担金によ川迎合され

ています

(3)不利益処骨に関する不服申し立ての状況など

l'ド成 16句l!rl

区 骨 件数

勤務長件に関する捕前の弘~;Jt 0 

ィ、制益担分に附する不服巾L立ての状況 o

~1I(j5.1:!16 12 
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上
国
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
、
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
推
進
協
識
告

と
市
で
、
税
金
の
役
割
と
期
限
内
納
税
の
重
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
内
中
学

3
年
生
を
中
心
に
税
に
関
す
る
極
陸
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
問
点
の
作
品
が
寄
信
ら
れ
ま
し
た
@
慣
置
に
審
査
し
た
結
果
、
現
の

担
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

関
東
信
越
国
税
局
長
賞

こ
の
悦
で

ま
ち
が
創
ら
れ

夢
走
る

111 
窪

膚
太
(
一
ー
中
)

-
上
回
税
務
署
長
賞

誰
が
見
る
父
母
の
老
能
と
私
の
未
来

大
切
な
み
ん
な
の
未
来
た
く
す
悦

た
く
さ
ん
の
思
い
が
咲
く
よ
悦
町
北

そ
の
岨
が
あ
な
た
の
未
来
を
つ
な
ぐ
楠

納
め
よ
ろ
明
る
い
ぷ
米
と
村
会
の
た
め
日

良
い
町
に
舵
に
た
く
し
た
慎
ら
の
思
い

内
山
み
の
り

(二
中
)

小

竹

聡
美
(
三
中
)

若
林
美
曜

{田
中
)

田
中

慈
恵
{
五
中
)

久
智
草
津
(
塩
田
中
)

木
直
瑞
事
(
六
中
)

圃
上
小
地
方
事
務
所
畏
賞

悦
金
を
納
め
て
つ
く
ろ
う
住
み
よ
い
同
本
酒
井

理

沙

(
一
中
)

納
械
は
未
来
を
剖
る
み
ん
な
の
力
佐
聴
ひ
か
る
(
二
中
)

牢

え

よ

う

艇

の

役

目

と

大

切

さ

上

原

帯

(

三

中

)

納
税
は
だ
れ
で
も
で
き
る
国
づ
く
り
手
埠
薬
事
(
田
中
)

悦
金
を
し
っ
か
り
納
め
て
み
な
完
剖
久
田
菜
(
五
中
)

こ
の
付
金
あ
な
た
の
脱
が
瓦
え
て
る

北
沢

美
左
(
塩
盟
主

税
金
は
く
均
し
を
さ
さ
え
る
太
き
な
位
漬
辺
直
志
{
六
中
)

内山みのり{ニ中}

-
上
小
・
更
埴
租
税
教
育
雄
進
協
調
会
畏
賞

制
担
金
は
暮
ら
し
と
未
来
町
制
造
自

山
越

桔
美
(
一
中
)

艇
の
こ
と
学
び
理
解
し
明
る
い
明
日

耽

山

間

(
二
中
)

消
費
説
わ
た
し
の
明
日
に
つ
な
ぐ
組
成
沢
千
品
(
三
中
)

税
金
で
支
え
ら
れ
て
る
こ
の
町
も

中
運
正
融

(田
中
)

ぷ
来
へ
の
明
る
い
聾
舶
に
つ
な
ぐ
税

竹
花
か
お
り
(
王
中
)

説
金
で
住
み
よ
い
ぷ
米
夢
聞
く
佐
腫
里
砂
(
埴
田
中
)

組
金
が

b
A
W
棋
を
聾
く
か
け
備
へ
戸
島
情
太
(
六
中
)

・
上
国
市
長
賞

制
的
て
る
そ
の
後
金
は
雅
の
た
め
辰
野
好
成
(
一
中
)

削
関
税
少
し
の
離
が
何
か
を
聖
え
る

小
井
土
蹄
斗
(
一
中
)

創
ろ
う
よ
明
る
い
町
を
拠
金
で
宮
川
花
樟
(
二
中
)

税
金
で
未
来
を
つ
く
る
町
づ
く
り

長
田
崎
希

(二
中
)

出
資
脱
叫
か
し
て
目
指
そ
う
腹
か
な
未
来
和
買
主
貫
主
一中
)

前
世
税
慢
ら
も
納
め
る
身
近
な
担
高
木
櫨
司
(
三
中
)

税
金
で
削
ろ
う
日
本
の
明
る
い
明
日
宮
遭
ひ
か
る
{
田
中
)

悦
金
は
街
を
瓦
え
る
エ
ネ
ル
ギ
1

滝
川

筋
(
田
中
)

税
金
は
あ
な
た
を
瓦
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
岸
田
真
由
韓
(
亙
中
}

別
世
悦
小
さ
な
役
割
大
き
な
支
え
武
量
普
子
(
五
中
)

税
金
は
み
ん
な
を
た
す
け
る
大
き
な
h
情
腹
賢
攻
(
塩
田
中
)

か
な
え
よ
う
み
ん
な
の
闘
い
税
金
で
犬
木

智

恵
(
壇
田
中
)

税
金
を
大
事
に
値
っ
て
い
い
暮
L

西
川
卓
也

(大
中
)

税
金
は
希
望
の
明
H
を

作

り

出

す

荻

原

掴

(

六

中

)

関
東
個
越
税
理
士
一
会

上
回
宣
部
畏
賞

院
の
事
次
の
時
代
に
知
ら
せ
よ
ろ

甲
村
涼
(
五
中
)

蜘
く
明
日
税
金
の
水
で
育
て
ま
す

堀
内
有
里
(
塩
田
中
)

利払川モ上

理主主員三塁
守加 問 lE 
車 も意思の 租
( 会

主 塁

ヨ医薬{回中)

議{五中)

有里(温圏中)

閉 村

手糧事

緬内

俗美(中)山種友貴{三中}

‘ 
剰気

， 

上
団
地
区
納
税
貯
奮

組
合
連
合
会
畏
賞

組
金
を

納
め
て
み
ん
な
の

開
制
り

手
埠

祐
貴
(
六
中
)

13 争羽以 1:1.16
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/ 、

冬
期
路
面
対
策
に
つ
い
て

道
路
を
管
理
す
る
国
県
市
で
は
、
道

路
町
除
雪
や
晴
凍
結
防
止
剤
散
布
作
業
を
実

施
し
ま
す
。

-
市
の
隊
雪
と
凍
結
防
止
剤
散
布
委
託
に

つ
い
て

作
業
は
、
指
定
し
た
幹
線
道
路
と
峠
遣

を
中
心
に
、
次
の
嬰
領
で
実
施
し
ま
す
。

①
除
雪
作
聾
は
指
定
し
た
主
要
幹
純
道
路

「

I
次
路
線
」
の
積
雪
が
岬
セ
ン
チ
メ

ト
ル

(峠
迫
で

5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

を
超
え
る
と
き
に
出
動
し
ま
す
。
(
一

次

出
動
)

ま
た
、
引
続
き
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
指
定
し
た
補
助
幹
線
道
路

「

2
次
路
線
」
ま
で
拡
大
し
て
出
動
し
ま

す
。(-一
次
出
動
)

士
宮
時
は
道
路
の
平
坦
性
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
に
応
じ
た
除
雪
作
草
を

行
い
ま
す
。

②
掠
結
防
止
剤
散
布
は
、
路
面
が
凍
結
し

て
い
る
と
き
、
ま
た
凍
結
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
、
作
業
に
出
動
し
ま
す
。

-
皆
古
ん
へ
の
お
願
い

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
作
業
に
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
や
道
路
に
支
障
物
を
置
か
な
い
で

下
さ
い
。

②
除
古
車
が
通
っ
た
あ
と
、
住
宅
の
出
入

り
口
に
宙
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

各
家
陛
で
除
百
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

ι 

願
い
し
ま
す
。

③
道
路
に
出
さ
れ
た
雪
は
、

も
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

2聞は16 14 

交
通
事
故
の

路
上
に
雪
を

-
除
雪
は
み
ん
な
の
力
で
!

除
冨
要
望
に
対

L
行
政
で
で
き
る
-
」
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
地
域
く

る
み
の
参
加
協
力
が
必
要
で
す
。
生
活

道
路
と
通
学
路
等
の
歩
道
の
除
官
や
凍
品

防
止
剤
散
布
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

確
結
防
止
剤
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

し
て
お
り
、
豊
殿
・
塩
田
川
西
町
各
支
所

に
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
場
合
は

土
木
課
応
急
工
事
係

(
E
2
2
1
3
4
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-置軍司・
or国道18号上田パイパス ー上田埴埴バイパスJにつ

いては長野国道事輯所上回出張所 (tt22・2737)

or国道 18号以外由国道県道Jについては上田建設事

務所 管理計画課維持ユニット (tt25"7166)

土木課(含23"8242)

0除雪・凍結防止剤散布指定路躍については、土木課と

畳酎ー塩田川西の各主所に掲示しています。また、市

or市道Jについては

• 
のホームペーンにも掲載しています。
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私
た
ち
の
健
康
を
守
る

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)

、-一一、一一、
z

一一、一一、一
一、z

一、
一一、一、一一、

J

-

、f
、

国
民
健
康
保
険
税
(
国
保
税
)
は
医
療
費
の
大
切
な
財
源
で
す
。

園
保
の
届
け
出
は
忘
れ
苧
に
l

保
険
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

、一主一一一、一一、一一、写、一、
J
E
--、F
写
、
、
一
、
一、一主主-、一一、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
す

べ
て
の
人
が
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
や
会
社

の
健
康
保
険
な
ど
、
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
間
保
の
場
合
は
、
会
社
の
健
康
保
険
と

違

っ
て
、
加
入
や
脱
退
な
ど
各
般
手
続
き
を
ご

自
分
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
忘
れ

ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
の
届
け
出
は
凶
日
以
内
に

※
会
社
な
ど
に
就
帥
相
し
た
り
、
退
職
し
た
助
合

の
届
け
出
は

H
日
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
他
の
惟
康
保
険
な

ど
を
脱
退
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

一
度
に
多
額
の
国

保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

※
固
保
脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
、
資
格
が
な
く
な

っ
た
後
、
国
保
の
被
保
険
者
証
{
保
険
証
)
で
医

療
を
畳
け
た
場
合
は
、
固
保
で
負
担
し
た
医
療

費
を
返
遺
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
つ

※
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

措
災
害
等
の
特
別
な
事
怖
が
な
い
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
納
期
限
か
ら

l
年
経
過
し
て
も
滞
納

を
続
け
て
い
る
と
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書

(
資
格
者
証
)
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
資

格
者
証
の
交
付
を
受
け
る
と
、
医
療
費
の
全

額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
更
に

6
か
月
滞
納
を
続
け
て
い
る
と
、
保
険

給
付
を
差
し
止
め
、
滞
納
し
て
い
る
保
険
税

に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
月
の
納
期
限
は
ロ
月
初
日
で
す
。
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

園
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

国
保
年
金
課

E
n・5
1
1
B

!個人市県民税平成18年度分の主な改正点② 鵬謀市朗係 官..  

. 妻の均等割非課税制度の廃止

失が均等割 (4.000円)を課税されている場合、|五l
じi!r内にいる婆は、 17年度半官i(2∞o円)課税され

ていましたが、 18年度から全額課税されます。

[その他の主な改正点I
-所得割額に対する定率減税の見直し

ー老年者控除の廃止

。65歳以上の方の公的年金等に係る雑所

得の算出方法の変更

※詳しくは、 12月 l日号の D.9をご覧いただくか、

税務課市民税係にお問い合わせください。

+65歳以上の方の非課税指置の廃止

年齢65歳以上で前年の所得合計金額が 125万円

以下の方に対する"課税措lr1が1蕗止されます。

ただし、経過措置として附和 15年 l月2日以前

に生れた方で、前年の所得合計金額が 125万円以

下の方の均等割と所得制が 18年度は税額の 2/3、

19年度は 113減額されます。

従来は年金収入 2.666.667円以下の方は非課税の

ため申告は必要ありませんでした

が、 18年度からは申告が必裂に

なりますので、ご注意ください。

ただし年金収入1.515.000円以

下の方は、非課税となるので、申

告していただく必要はありません。

15 !飢広12.16
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l守口たし、植物はありまぜんか

上田市盟業バイオセンタ

1>38.3508 田 38.1717

園業パイオセンターでは.市内に自

生している植物や冒白、う栽培されて

いる野草草どを後世に残したり、上

回を主国にPRできる地壇の宝物と

して慢存 活用したいと考えていま

す.rこの野車を檀活させたい」とが

「このままでは開く在って ~ 
しまう」という恐れのあ ~量
る樋物があDましたらぜ ・温量F
ひお知らせください. ，-
会現在限り組んでいるも司会

山口大根、蓋膨きゅう口、こうじい

らす、モイワナズナ、オ才マツヨイ

グサ、その他

膿業委員会震員選挙人名簿

量破申請書の提出について

腫繁華民会.務局 舎23.5466

E策畳圃は麗着陸墨画室等に関する法

律に基づき置拳により選出されます.

選挙権を有する人は 選挙人名簿畳

載申調書により軍参入名簿に量破さ

れ、己の名簿に能う1<1:いと担隈もリ

コールのE南京もできません.

申請ーは 腫家組合畳さんを通じて

配布さnますので 提出期限までに

提出をお願いします.

耳お農家組古に未加入で下!eに桜

当する方回 申鯛ーが上田市役所台

支所及び 盟業聾員会g務局に用意

してありますので.期限までに提出

をお願いします.

。選挙帽を有する人(①がう③のす

べてにあてほまる人}

①昭和白1年4月1固までに出生した人

②平成 18年 1月 1日現在上田市に

居住している人

③腫難の従，状況が次の(ア) (イ}

国国語圏
町 冊 目 山 田 1…町""

Oo1すれかであること

(ア)10ア jレ(303坪)以上の

膿地について耕作している人

(イ)アの同居親臨Eび配圃者で‘

年間おおむね 60日以上耕作に従

事している人

.申請置の鍵出期間 1月B日掛

図書館と上回情報ライブラυー

か5休館等のご案内

上田市立図書館 雷22.088口

上田情報ライブラリ 1>29.0210 

12月 23日程起がら来年 1月 10日

同まで、工コルシステムが 10年

振りに更新、機能アップ宮るため休

止に草ります.この問、量出、予約、

利用者畳録等の業務ができなくなり

と迷惑をおかげしますがと理解の程

お願いします.

主主お、休館日を除き.図書の閲覧や

学習目的での利用‘市民廿ロン、セ

ミナルム.閲覧‘複写‘インタ

ネット利用、 E明書発行等の業務

は通常どおりですので、と利用くだ

さい.図書館によって.ケーブル専

の張替工事端末閣の入換えにより、

休舘日が異怒ります.

休館日については 2ページをご覧く

ださい。

lエイズ・性感凍症相談・検葺

上回揮瞳所 宮 25.714日

よ団理健所では、随時、性感染症の

健庫相政および血璃横置を行ってい

ます.I!!名で相践ができますので、

お気軽lこと相談ください.

日時 月~壷曜日 (祝日を除く)

8:30-17:15 (時間舛について

は璽予約)

会場上田保健所2隠

内容 保瞳師によるエイズ性感染

tif判iうえだ

症の健血相談および血海瞳壷等

費用 開制

間古世 上回慎瞳所

l水道の防寒はだいじようぷ?

営業課 倉22.1313

上水道課 1>23.5434 

水道が凍略する季節に草りました.

凍結防止在して害の寒さがS:>J<適

曹を守りましょう. 

. 市直裂 耳口やすいところ

①北側にある水道管

②風当たりの強いとこ

ろにある水道官

③水道管が露出してい

るところ

置置舛にある水道

・3・ってホが出忽いとき

舵口、立古上がり、メタの順に

タオJIJ1JI布を白、l才、ゆっくりお理を

がけて沼力、してください.

・水温由凍結を防ぐには

①メ タボックス内の保温 (ぼろ

布、発泡スチロ ル草どを入れた

ビニール袋 3-4袋をメーター

を包むように入れる)

a不耳桧は毎日忘nすに閉める

③種間帯のコンセン トを忘れすに入

れる

⑥立ちよがり管や蛇口に揮温材凍

結防止待者巷〈

.破劃して水が出た5

立ちょがも下の不買桂かメーターボッ

ヲス内の止水桂で水在止めてください.

止まら恕いと舌lみ匝裂か所に布b'テ
ープを普苦応急処置をしてください.

宅地内の修理I~. 水道誼陣修理当番

15><1~. 指定給水装置工事事業者に

位頼してください。なお、修理置は

個人負担に怒り恕す.

メ タの破損も同犠ですのでと違

憲ください.

，mIhMI!:lWiU!!l1Il 八十=銀行郵便局
哨閣制民τ鳩山崎山山明日回 目齢、
._a~.._山川町払

宮古k6S-24-3985(&111111思婦問X.O…-3902
E層構横綱盤機刷蛸掛糊掛帝凪圃・

噌胃胃弔圃11野県民共酒生活協同組古Eb白山高田町μー..::白川・一民団 四一一白川……
〈広告.>
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治会塵区畳の笛し古いの摘果、

名称は霊えす、平成1日年3月B自

由、う「行政で使用する名称は、上田

市のf中組」を「富士山(品じゃま)

中組J.再田町の「中組」を「傍晴

(そえひ)中組」として取級うJこと

になりました.

中小企業退織金共済鋳金

補助交付申摘を

調査をお願い宮る穆業所にl志、 12
月下旬から 1月にかけて、県知績が

任命した調査員がお伺いします.お

忙しい時期とI~存Uますが、よろし

くお願いします.

忽お、皆篠白、5御提出していただく

調査票についてI~. 統計法に基づき

秘密は厳守されます.正確草己記入

をお願いします.

経滴産業面畳野県

[ 相談 ] 目
原油価格の高E置でお因。の

中小起業者の皆さんへ

融資 ・経営改善特別相談日

告 23.5395
宮 22.4500

ft 23.5395 

中小企業週鞍壷共済制度および特定

業種適職童共済制度は、国の撮助を畳

けて運営されて田口‘従業員が理砲し

た時は独立行政語人動労者退聴壷共

清権構から週眼童が支払われます.

市でI~、この制度に加入されている事
業主の皆さんに、新規加入者のI!f童の

一部を補助しています.!耳当される

場合l晶、立により申摘してください.

対車者 平成 14年2月以降新規加

入した従業員の掛童を平成 17年 1
月か己 12月まで納付した事業主

申摘期間 1月4臼刷-20日働ま

でに商工観労政部へ申請して

ください.

その他 市税に滞納のある事業主は

補助を畳廿うれません.

商工捜労政悟

上田市

路
一小路社会罷融事務所による国民年童

保障制の出彊徴収と納付椙談を行主主

います.納付が困舵草方、宇生納付

特例希望の方もお買軽にご相設くだ

さい.代理の方が来日れる場合I~.

聾任状が必要です.

日 時 濁 所

12月21日刷
上田商工会蟻所

22日間
第 1金額室10:00-17口口

12月26日間
上田劃j造館コミユ

27自国
ニティ小ホール10口口 -17:00

市と上回商工会蹟所では、中小企業

者の方を対車にした「融資経書改

笹特別相桜田」を毎月開催していま

す.原油価桔の上昇によD経営が圧

迫されている琢ど、融資の申込みゃ

経営上の横々忽問題について、中小

企業膨断土や国民生活童融公庫担当

者竜王どの専門家が相般にあたります.

開催日 12月20日附、1月20日総

2月20日臥 3月20日開にの日程

以併でも、専門軍が相続に応じます)

開憧時間 10:00-16口口

書壇上田閤工会随所

相続料 捕料

モ田他 決算ー2年分他関係ー頬

商工観

上田商工金麗所

[ ぉ知うせ ) 

l自 治 会に関する側出

市民協画課..22AIOO内揖1352

製造事業所の皆古んへ

今年も、工業統計調査にと協力を

-1".，.1閑固~陀ヨ荷 i"j]rlI7kJ:::::l帽圃】~I，・・

廃棄物対軍諜

12月1日号折り込みの貨車回収年

間カレンダー(平成1日年版)につい

て、パンチ穴があるため一部見づ

らく在ってしまいましたととをお箆

び申し上げます。穴の左手いものが

必要証方I~. 次の場所に用意して
ありま.. のでお畳け取口ください。

配布場所 市役所総古車内廃棄

物対車課、生活覇境謀、塩田豊

殿川西支所

①自治会の地区週吉章の腕古再置について

f東塩団地区連合会」と「富士山地

区連合金JI~. 平成 18 年 1 月 1 日

から統合再編され f車塩田地区連

合会」と怒ります.その結里、市

内の地区連合会の数国 16地区に

耳ります。

@同じ名称由自治主・区について

合併する市町村の中で、上田市と

真田町に同じ名鞠の自治会区と

して「中組JがあDます。両方の自

12月 31日現在で、工業統計調査

が実施されます.

製造事業所在営む主ての事業所在対

車に、 1年間の生産活動に伴う製適

晶の出荷額、原材料憧用額草どを調

査し、製造業の実態を明らかにする

ことを目的としております.

調壷結果I~、行政施輔の基礎資料とし

て利用されるとともに、企業.大学主主

どでの研究資料、小中高等学校の

教材草ど、幅広く利用されています.

情報推進課情報統計悟 ..25日741

国朝開閉標糟開閉園
回一-~-1

/ 
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平成18年版力レンデー・手帳

プレゼント会

生活覇揖甥 ft 23.5120 

日時 12月26日伺

会場 上田駅お域口

13:00-

内容 社団法人星野県園境保全協会

よ小支部及び上田市では 地域の事

業者や軍庭において檀用しない平成

18年のカレンダーや手帳で使わ

れすにごみと忽ってしまうものを

必要とする方に恒っていただくこと

で、少しでも理境に負荷を与え左ょい

ととを目的とし、プレゼント金を開

催します。ご家庭や事業所において使

用し草い 1日写版力レンタ一手帳

があれば、 12月22日開までに市役

所生活現境課へ出持ちください。

暴力団追放運動に活用する

ポスヲー・標語を募集します

生活環境課 ft 23 5120 

内容 車力団を許古砿い、畢力団を

排除する意識の高揚を訴えるもの

要領 市スター 83半画用紙(璽

に氏名明記)、標語メーJレ、はが苦

FAXなどで何点でも

締切 1月20日幽当日消回有効

そ白他 作晶には必ず住所氏名

(13"， tJがな)電話年齢を明記

入選作品は平成18年7月14日園

長野県民文化会館で開催の「民事介

入畢力対積長野県大会」席上表酷

送付先 〒380-8510
長野市南畏野帽下日目2-2
制長野唱畢力量U胆県民センター

ft 02日 2352140
田口26.233.3741
図 boutsui@mx2..avis.ne.jp

「国際交流・世界の絵本を楽し

もう 1リのスタッフ募集

上回情報ライブラリ-ft29'0210 

上田情報ライブラリ には、いろい

ろ在国のことばの絵本があ口ます。

それ5在直って来年2月5目白に

国際交流を兼ねた世界の絵本のよみ

きFせの金を開催します。

下10のとおりお手伝いいただけるス

タッフを募集しています。

対量 日本語以外の言語(母国語)

で絵本在読んでいただけるかた

会場設営、読み苦力、世のアシスタ

ント左手どお手伝いいただける方

受付当館セミナ Jレムに 1月B
日目 10:30に古集まりください.

簡単草説明会を開催します.

自分で注連飾り(しめかざり)を

作ってみよう

上回情報ライブラリ ft29'0210 

日時 12月23日掛 13:3口~

対車 親子連れ関bのある方

会場 ことばの藷ホール

講師室賀志通夫さん 主遺書謹告号

制日料 100円 Pン宣王、
(材料代として) 臥河lrlJj

第5回上因子ども文化祭

参加団体の募集について

文化接興課 含 235102 

今年も害年恒例の「子ども文化祭」を

行います.ステージ上で日頃の掛習

成果在見せるとともに、様々忽ジャ

ンJレ、他地区の皆さんと交流者深め

ませんが。多くの団体の参加をお待

古してお口ます.

対最 上田市、丸子町、真田町、武

石村において、子どもの文化活動を

情報うえだ

行っている団体

薯草期間 1月日日掛まで

主化祭開催日 2月 1日目白

書場上田園出造館

問古ぜ 文化振興課へ

( 講座・教室 ~ 

パソコン教室
エヲセルで作る住所録

中央公民館 ft 22 0760 

日程 1月 19日閥、 20日鎗).26 
日tI).27日制

時間 13:30-1530 
会場中央公民館第3金議室

内容 年賀状の住所整理同級会名

簿役員名簿等を作りませんがつ

定員 20人(先着順)

受講料 400円

テキスト代 1.050円

申込み 12月26日l聞から中央公

民館へ豊講料 テキスト代在添えて

お申し込みください(平日目口口~

17:00). 

l親子t3，tlあい料理教室

農林課 告 235122 

日時 1月2日日出 9:30-16口口

金場上野力、丘公民館料理研究室

内容 地壇の量産物を慢った料理づ

くり、ハムづく口体験

定員親子 1口組(子どもは小学生

まで)

参加料

持ち物

1組1.500円

エプロン、三角巾‘

子どものよ履き

申込み 1月 16
日伺までに電話

で腫林課へ

【医療・福祉の ス ペ シ ャ リ ス ト を育成 ωνん官e!fItMM認iszt23慌てI】目

園阻闘相7怖を 酎!世園平均55.S則 掴λ，冒'-'年闘で$震で."

.;暫街宣空苧科(2年)出 ftTZK?のZ25出器13tE214113官】

@長e崖漏歯益雄F5馨栂i需品1抵抗;x味 ?trf5分)

2嚇 5は 16 18 
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7.0口口円(リフト券、探検料料童

込)

③クラブ員事集中

初心者‘初細書大歓

迎!!(体駿入部制度

あり)

初めての方か5超

上級まで

中高年の方大歓迎

江ト@全ての問古ぜ

ブレスト内上回スキ クラブ事務局

日時

5105 宮 23体育際
上園地域の医療を考えるリレー

シンポジウム第1回「上団地

縫で安心して出産するために」

嗣料(貰靴軒別)

体育謀

瞳車推進聾合28.7123産桂台22.1573

戦後日O周年特別企画

講演会とビデ才上映会

上回情報ライブラリ "2日 0210

踊演会 (工デイターズミユージアム

編集者講座)

溝題五時川純平との出会いと唖己

の胃晋-r人聞の憧件」はこうして

生まnた~

講師 小宮山量平古ん

日時 12月24日ω13:30-15:00
場所 セミナールーム

共催 エディターズミユージアム

・「入閣の惜件jビデオ上融会

原作五味川純平

脚色松山曹三/小林正樹

監薗小林正樹

主高仲代置矢

田時・上眠内容

① 12月 24自国 15:15-1日20
第 1部「純量編」

第2部 「軍事編j

② 12月25日目 13:30-16:10
第3部「望郷踊」

軍 4部 n輔君編」

③ 12月2日日間 13:30-16:20 
軍5部院の脱出」

曹6部「荒野田町創

壇所 己とばの爾ホール

共催 上回図書館倶楽部

"23. 5102 

l駅前列スマスコンサート

日時 12月26日開 18口口~

会場 情報ライブラリ 「ことばの

繭」ホーJレ
内容 上田駅のイルミネションを

jてッヲにした、弦楽四重奏ヲリスマ

スコンサー卜

入場料 開料

文化揖興院

日時 12月24日1t113:30-16口口

会場上回創造館

内容 産科医師不足の現状、背豊島、

医曹縄開の連携と、今後の上団地域

の産科医曹の<150
方等について

※車2回‘第3回に

つきましては鮮

細が決まり;;:第

百知らせします.

室賀温泉古古5の湯

「餅っき体験Hしめ飾D作り」

上回スキーヲラブ

今シーズンのイベント案内

1126 

新車三千代

場所

紙ごみも今やコーミではありません。

事業系紙ごみもリサイクル
機 密書類・オフィス古紙・ミックスペーパー

資源回収、鉄 ・非鉄金属、産業廃棄物、一般廃棄物

一般のご家庭からの不用品も受入れしています.

1月14日ω9:00-16:30
(入場は 16:00苦で)

会場市民の森スケー卜場

内容 楽しいゲームやとん汁サービ

ス在ど

入場料

悶古世

スキーショッブブレス卜 ，，26，0401

①古棄しみスノーフェスタ

日時 1月9日開 8:30-16:00
霊付明所 菅平高原直太郎ゲレンデ

レストランやまびこ前

料金

小学生以上4.0口口円(リフト曹、

官瞳、講習料込)

中学生以上4.500円(同上)

内容

スキ、スノポド講習(日 30
-11 :3口、 13:00-15:00).
お楽しみ地選会 (15:00-)

②成人対車のスキー筒習会

日時 1月22日回目口口集古

1月29日目白口口集合

菅平高原豊太郎リフト事務所

日時 12月23日樹 11:00-13:0白
書場室賀温泉ささらの曙

内容 杵と臼を直った昔草がらの酎

つ苦と‘しめ師り作りを体験してみ

ませんが.つ告たてのお餌の照明配

布も行います. 

.，加料 購料

"31 室賀温泉ささらの璃

lフラワーアレンジメント作品展

5102 

12月23日 -25日回

目口口 -16:00
会噂 旧宣教師鮪(下之揮メディア

ランド UEDA下)

内容 フラワ アレンジメント蹟習

会の発表として作品を童館Ic展示し

ます.

入館料大人 100円大学高授

生日口円小中学生50円

lM築制!
市民の森スケート場祭

..23 文化振開課

日時
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一-ヲリスマス特別ビデオ上映会

(無料)

日程 12月23日掛 25日目

時 間 円 容

10:30--11:45 
「ハローキ7 イの
クリスマスJ5作品

13匂0-14:10 「冨の女司

14:30-15:40 
「クリスマスキャロ
jレ(字幕IJ

ι 定員 200人(事前申込み不要)

-お正月特別ビデ社上映会(無料)

日程 1月7日出~日日開

l 時間 | 内 容

11:001新釈翼団十勇土「上田続攻防」

13:301まんが世界着ぱ怒し

定員 E口口人(事前申込み不要)

-ビデオ上映会

毎週土随目(1月 14日-)

lhgonpl悶上回創司
君 23.1111 / FAX 2 ・9l!I!JI
江INIJ[tfl 去図原~l

告施設イベント案内

新釈明国T男士「上回綬攻防J

サイバー把罪事件簿

~葺1;<き侵入者~

醐

一時一副

週

一
ト

亀一

1

定員 200人(箪前申込み不要)

料童 冊料

圃メディアランドでお正月を
遊ぼう 11

日時 1月7日∞、呂田日

10口口 -16'00

内容

ジャンポかるた大会 (14:00-小

学生14:30-幼児)

オIjジナJレ凧づく~()(ソコンか由

りえで、自分だけの

凧を作ろう)

お正月の遊びの貸し

出し(凧あげ、ζ ま

まわし、けん玉草ど) 河 骨 盲

もちつき大会 (11 A、?盲'
口口-) q ・

，.......休館日・

12月 29日間
平成18年1月

3日叫

• 
的問うえだ

-パソコン相談室
相談時間 毎週木、童、土、日

10口口_.10:30-(休館自国除

く}1人3D分間

定員告回 E人(前日までに予約)
相殻料 購料

・パソコンシニア塾
日程 1月 17日より寄週火曜日、

主 11回 1ノ17、24、31.217、

14、21、28、31フ、 14‘21.28 

時間 10:00 - 12:00 

内容 バソコンの基本撮作と Word

入門編。テキストに沿って告白で勉

強します。分f]¥S1C.ょいところは個別

にお教えします.

定員 10人(応募多数の場合は抽

選。盟小催行人数5人o}

対車 B口歳以よのパソコン初心者

受講料 11.000円 (3固に分けて

お支払いいただきます)

テキスト 貸出します。「ひと目でわ

がるパソゴン教科書 文・作成編

Word2oo3J (日経8Pソフトプレス)

パソコン ノートパソコンを使用し

ます。持参も可能。

申込み蹄切 l月7日ω

ぬくもりに触れ、懐がしいむかし遊びを楽しむ l

入場料 鯛料

1月4日 11口口~ オープニングセレモ二

1 1 :30- ナル力リさんの婁高

1月5日 1 1 :0口- .14口口~ ナルカリさん実演

1月B日 1 1 :口口_.14:00- お手玉教室

1月78 10口口_.14:0口~ けん玉初心者教室

1 1口口-，15:0口~ ナル力りさん実演

1月B日 大判かるた大会(随時)

たこあげと竹とんぼで遊ぼう(中庭)

-木のおもちゃとむかし遊び展

テレビチャンピオン「木のおもちゃ王選手権J準檀勝の

おもちゃ作車ナルカリさんがやってくる。

日時 1月4日制-10日制日 30-16:30

(4日 11口口がら、 10日 15:00まで)

内容 遊びのコナー(自由に触って遊べるコーナ

ーです。)ナル力リさんの木のおもちゃ こま たこすご

ろく お手玉 竹とんぼけん玉耳ど。木のおもちゃの

定員 26人、

16歳以上

申込み 希望コース

名氏名年齢郵憧
番号住所電話番

号を明記しハガキか FAXまたは電

話で開催日5日前までにお申し込み

くださしL創造館の窓口で直撞申込み

手続きをしていただいても結構です。

な由、申込多担の場合1.抽選とします.

-凧 展 (信州上回常国凧理存会及び、築地凧ヲラフ)

1月 12日同まで大凧の展示。

コース 名

~住所録昨成教室 (年賀状編)

はじめてのパヤノコン入門 (平日)

~カレンダーを作ってみよう 1-

日 時

1月1口日同 9:00-12口口

1月 17日帥 9:3口-15:30

聖講料
1口口口円

1.5口口円

4口口口円W町 d②活用テクニック{平日午前)1 1月18日附 19日側24日刈 25日切
ビジネス文書と文~Ji舌用開 ー 19:00-12口口 テキスト代鵬2.1田岡

Word & Ex凶ポイント(週末) l'月21聞自聞 9口口-16凹

はじめてのパソコンゆっくり2日午前 11月23日開30日側 9:00-12:00

パソコン文字入力上達教室 1 1月26臼附 9:00-12:0口

4口口0円
テキスト代別途21田門

2.0口口円

1.0口口円

司e
別 '5.12.16却
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[アクアプラザ上田 平成17年度冬期教室募集要項] 刊
一
『よI竺T 初心者本なれ教室

ベピ 教室

o車児 1車児 2車児

目 程 1/16 -3/20 110-328(37-21 !判 1 11 -3/15 J 11 -3 15 

曜 日 )] 噛 11 火 哨 1'1 水 附雌 日 水 醐 fI 

時 間 13:凹-13: 50 12 :曲-12:30 11:回 - 11:50 12 :凹 - 12:50 

回 数 JO lul 

対 11< 令〈 油げないかた 6かJJ-1 i夜未湘 l縫 -2歳未満 2成-3斑Aと揃
{¥ JJ 1 n説的 (J n 1 I J脱 '(0 ClJJ1Ll説的

定 員 JO 人 各 25 ~博i

参加 料 1.7'田川 1.4開門一一--................四日目
レ7 スン科 1.制加円

内 駅 レッスン科 I脱却 1'1‘ か保ら険終料了 税 Fで，I()O円
保険科 7曲円 ポ保障適m則101は教室間的日 日までとなります。

申込方法
1従2月121H92日2開1)1~刷は12休月郎2定5日円員に旧をな)の超りwえま1111すたlに場。、合3は*加抽選Lてと所な定り町ま川す紙.に記入して くださu、

その場合、前炉lの教唱に音色旗rL.f-分111:欠席されたJ;はご遮曜いただきますので、あらかじめごT4<ください

そ の 他 別i畠入問料 ( 4:i 750 P] 60歳以上 5∞門 未就学児無料)がかか ります。

問 合せ お問い合わせはアクアプフザよ固まで 'ft 26-2626 

平成18年度学校体育施設開放利用団体の登録を受け付けます

体育課体育施設係包 23・5105

上田市では、社会体育の持及振興を図るため、学校の体育施設を一般に|剖放しています。

l年ごとに利m団体の畳録が必要になりますので、 "'IJIJを希望される場合はお111L込みください0

・利用できる施設 ・日時 衰のとおり

・対 量団体市内布口。在勤在学の方で組織された、成人の指導者のいる団体

.景録白方法 所定の畳品用紙{体'f1 a~にあります)に島要事項を記入し、平成 18 ，ド 1月10日(火)- 2月10U(企)

まで(輔~J厳守) に体育課へ(郵送の場合必着)

利用 で き る 施 政 利用できる日時

年間HrIHfI!祝日および年末年舶は除()

'1 JJ 1日-7J131日

体育曲 Ili 内 の小 ・q:1学校 18: 30-21 曲

8)JI日-3fJ3111

18 田 -21 曲

グラノド
第一 割ニ 第四 第五 塩川 部六小学校 5)]1日-10 )J 31 JJ 
西 ~t 塩尻 川辺 神川 盟腔 I何 埴凹両小学校 18 : 30 -21 ∞ 

一』ドJ・')1::;"一一一一 一一

市民の森スケート場ご利用ください

1 月 14日t創立入場料無料 ~ p.19

市民の森スケート場入場割引券
上田市民 1人 1回に圃IJ200円割引

営韓期間 12 )]17 1l (上)-来11~ 2月12日(日)

体曜日 12)]311l(上)'11111l(日)

営費時間 9叩 - 16，30(入場は 16凹まで)

料 金大人 750門、 rjl学生以下付添人 3凹円、

未就学比~.1既料

置靴料金 l人 i凶3曲1'1

間合せ市民のfiスケート場 官 27.9396

-
1
2シ

上田市

同帽軸16tr-2珂 12S(日間

一・リ・リ.， 一 一 一

市民の森スケート場入績割引券
よ図刊行民 1人 T固に圃り 200円割引

有刻期慣事$!18fJ!2月>2日{日，.で
大人

上田市 付添人

L............ .............................................. ..リ齢.，・，

司e
21 200宅11.16



-高齢者職聾相麟
毎週月~金曜日 8:30 -17:00 
高齢者礎県相厳重(上国駅前ピルパレオ6随)

含 26.8011

-行政相識

1月 10日(火)10:00 -15沿O

生活環筑概 念 23-5120

長野行政府価.務所 f!026-235-1100 

コーナー

・法樟栂醗 (予約制)

1 .Io! 13日(金)13コ00-16:00 
1月27日(金)13:00 -16:0。
市役所内生活環j車線 f! 23-5120 

-僅育子育て相鮫 (竃醤相録画惨禍様)

毎週月~盆曜日 9泡0-16田
日阿部保育園内相厳重 倉田 3回6

温図中失保育園内相援宣 f!38-7120 
神科算二保育園内相厳重 倉剖 1222

-心配ごと相醗

毎週月~金曜日 9:00-16:回
総会繍祉降旗会 含27帥伺

-土地車絢・平動産量定相誼 ~12'JJ界鑑定観
1月 12日{木)問。0-16命。
市役所内生活環lAlI f! 23-51剖

-法律相該 (予約制}

1月21日(土)10畑 -12田

経会繍祉儲語会 f! 27-8080 

-市民掴置・宜通$故相臨・女性相睦
毎週月~金曜日 9:00 -16曲
市役所内生活環境課 f!23-512。 -女性法樟相脹 (要予約)

1月26日(木)10畑 -12畑
甫毘プラザゅうf!27-3123

-女性のための相瞭

毎週月~金晦日 9:00 -21油

毎週土曙8 9:00-17加

市民プラザ・ゅう "27ゃ312:3

-児童相畿

毎週土曜日 13:30-15:30 

社会福祉協蛾会倉27-8080

-児童相最
毎週月~金曜日 9曲 -16:00
刊行役所内児盆保宵複 合23-2000

-母子相骸
毎週月~金曜日 9加 -16畑
市役所内児童保育寝 "23引 32

-女性のための相駁 (事径縄畿員}

毎週火本.白 13:00-2。沿o(土竃日ul!予約}
1月 14日{土)10加 -17加
1月四日 {土)10加 -17田
市民プラザゅうf!27-312:3 

-結婚相設

毎週水曜日 10加 -15田

3月14日{土)10曲 ~印加

祉会福祉泊峰会密22-3(加82

-入植・悩みごと相駁
1 ~ 5自体)13加 -16加
市役所内人倫同和対策襲 f!23-53田

-法律相鍛 (予約制)

1 I'! 18日(水)10::30 -12:0。
上図商工会級研倉22-4500

告 25-7122

-人権 ・福祉の法律相談

1月四日(水)上小地方専務所厚生保

-膏少年相殴

毎週月~金曜日 9泊 -16:凹
甫敏育要員会生涯学習篠宮22-80曲

-保険・年金相談

聖付毎週月~盆曜図
9:00-11:30、13:00-16田

上園年金相観賞

{上園駅前ピルパレ才4隠)f! 25-4425 

-塵地なんでも相按
毎週月~金曜日 8:30 -17加
市役員肝内..餐員会 包23出回

・ひきこもり相識(要予約)
1月16日(月)13:30 - 15:30 
1月30日(周)13:30-15:30 
市役所内健康雄進観 倉23-82.判

し

-こころの相設 (要予約}
1月刊日 (本)9田 -11:30
市役所内健a医権道標 倉23田制

-児童生笹田平畳校相巌 {・..栂醸面俊樹陵}

毎週月~盆喧日 9:00 -16加
上田市教育相陵所 曾 27-0241
常盤機品れあい敏宣含27-0104

上回原ふれあい敬意包23-6821

-融資経営改善特別相政

1月20日(金)10:曲 -16:00

よE商工会繍所管22-45凹

-介震なんでも相桜田
1月 178(火)9畑 -17畑
市役所内高齢者介償課会23-5140

四 '5.12.16 22 
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.年末年始のごみ収集

廃棄物対策課上田クリーンセンタ 2!22-0666 

年..<1'姑問問中のごみ担保及び上山クリーンセノターの畳入

れは下占のとおりです

ごみ民間所へは、塩田.milli地1<:は8:00まで、その他的地1<は

8却までに時間厳 3・でごみの山LJi(J)ルールを rってお11]しくださ

いきれいな閣境で年末年始を過ごせるよう、ご協力をお願いします

.年末年始のし尿雑排水のくみとり 生活環主義課 2!23-S120

句Aミ句舶湖l問中のu"雑排水のくみとりは下去のとおりです

，(' ，ミはくみ取りの依頼が血ljlしますので、 'Fめに章者にご迫

特ください

[日程表]
月 日 ごみ限尊ーヲリンセン~-墨付入れ し居・8華街存水のくみ取り

12月四臼嗣以前 通常どおり 23日と24日は休み

，2月四回世 通常どおり 休み

'2月31日仕J 休み 休み

1月 1日18) 休み 休 み

1月 2日(月) 休み
， 

休み

1月 3日以} 休み 休み

1月 4日嗣以降 通常どおり 通常どおり

十クリーンセン歩ーの侵入時間 8:30...... 11 :45. 13:00 ......16:田

ι 



保健ガイド

砂ちょっと子育て休みの日

~リフレッシユして楽しい子育てを~

よ〉
健康推進課 n23.8244 

子育ては楽Lくもあり、子

どもの成長と共に不安にな

ったりイライラした旬 。カ古

んばりすぎない、ゆとりある

子育て応援講座を閲11，ー Lま

す。心と体の栄盤補給をL

ませんか。

ー・・・切削F

日 写室 lコ ス l月19日岡 、25日刷、2月1日酬

2コース 1月23日(月)，2月1日刷、 8日嗣

時 問 10凹 -11:30(各コス 2回目は 13:30-

15曲)

A ZX 場 1コース 上野が丘公民館

2コース嵐UI公 民 館 等

内 品位 聴き上手になりま Lょう、ママピクス、

子育て講話(託児あり )

M 量上回市在世の来就困犯の保護者

定 員 各コース先着 15人

申込み 12月 19日聞から電話で他康推進謀へ

炉[後期]風しん予防接種(個別接種)のお知らせ
健麿推進課宮28.7123

対 車上田市に住民裂がある人、又は外国人畳録

をしている次の人が対皐になります。

① 平成 16年 4月 j日~平成 16年 12月31日生まれの

お子さん

②平成 16is 3月31日以前の主まれで未接植のお子き

ん(ただし、 7証 6ヶ月未満)

実施期間平成 18年 l月 1日111ト 3月31日幽

実施場所 委託医時機関(個人通知、も L(は保健ご

よみをご覧下さい)

接種回数 I回 接種料金無料

注意事項 予防接種を畳ける前に赤ちゃん手帳や個別

通知の説明をよくお読みいただき、事前に医療機関

に電話予約をしてからお出かけください。

平成 181芋4月より、麻しんと凪しんの予防接種制度

が大幅に変更されます。風しんがすでに対象となってい

る方はぜひこの構会に接種されることをお勧めいたしま

す。詳しくは広報うえだ 11月16日号かホムペ ジを

ご覧ください。

f--m--ー・・ . 

. ，~'"iJI明 1円の現倒見健棲諺蛮・教室
} 健康推進謀官 23.8244
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.塩田母子健康センター (塩田 111西地区の方)

川辺泉団地区の4か月児曜診会場もこちSIこ忽ります

14か月児憧器11月31日ω 1 17.8.16-9.15 

1歳6カ月見健111 1月17日出 I16.5.16 -7.15 

福田川西地区の 2愈児教室 ・3歳児健惨1<2月に行い

ます。

鮮しくは、赤ちゃん手帳保鍾ごよみをご覧〈ださい。

①乳幼児健康診査畳付時間 12:30-13:45 

開始時刻 印凹~

② 2歳児教室 畳N時間 12:30 -13: 15 

間耐時刻 13:15-

1>持ち物 保健ごよみ又は坊ちギん乎帳をこ覧くださいa

b間合せ 健hll推進牒 e23.8244 

-If]JjU同市民m ');ie逗E胃崩百四日高局低温恒E

[対車/歯が4本はえてきたお子さんl
日程 1月11日嗣 18自国

10:00-11:00 (受付 9:50-10'00)

会湯上田市保健センター(市役所南庁舎2惰)

内容むい館予防の話趨みがきの実習、個別相桜

鍔ち物 母子健康手帳、歯ブラシコッフタオル、パスタオル
聞込み 診加希望の方降、 寧前に健康縫進課へと連絡を.

+BCG予防接種 (集団接撞)をお忘れなく!

対 象平成 17-"1" 9月生まれのお子さん

日程/会場 1 Jl 18日嗣 中央公民館

I IJ 27日樹 川辺町会館

畳 付 13:30 -14 : 10 

、-----------------------ーーーーーーーーーー一ー ' 一ーーーーーーーーーーー・ ---， 
23 1005，12，16 
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III民が一体となって、 4
1且まるおもてなしと杭極的な

観光地づくりを行い、単に知

識だけではない生きた信州

上rlIを観光客に案内するた

めに、老若男女を問わず信

州上世lを1:11光ガイドしていた

だける方を募集します。

対車 講座修了語、観光ガイドとして案内をすることができ、来4
度開催の長成講座(災践コース)へ害訓lいただける方。

定員 30人程度畳講料 6開門事草期間 !月6日幽まで

時間 18，00 -20，00 (現地研修を除<l

申込み 問告せ上間市観光ガイドj1l輪金(観光課)

古 23剖08 FAX 23.7355 E-mail kankoka@city.ueda.nagano.jp 

日程 輔 座 名 会場

1月14日出)
同n算式、上聞市町観光、

市民会舶
東山辺とli1i盟国分寺

1月28日比) 干 1111川左ì;~ と鎌古文化 市民会館

2月 11日出 1:1目減と械下町 中央公民館

2月25日出 上田町摂と風土 中央公民館

3月 11日比) ガイドの話し方とマナ} 中央公民館

3月25日出 現地研修 (上問城跡公湖司 現 地
厄川平=。別所品先!I、 111講式 111民会館

.. 園
川「別所線の絵本」ただいま制作中・】l NoJ429 

平成 17年 121116 Uサ{毎月 1口
偏集上m市健轡課

司~386-8ω'"野県上岡市太子 1-1 1-1 6

TEL但6&22寸i∞ FAX02傍 23-5111
市政健司制ILM TEL 0:銭湯25-2539
市政健胃 FAX FAX 0268お.5111
市政機3メール mayor@cily.ut'da.nag<lno.jp 
ホームページ URL hup 、̂'¥¥'¥¥'.<'Ily.ut'd似 mgano.lll

16日発行}

-生活便利鰻

http://benri.umic.jp/ 

別所線絵本制作チーム「すろうらいふ 5JIJ所輯uプロジェク卜

では、昨年の下刊り絵本巡回肢に山品された作品 ril)所線の

m車に乗ってjを、より多くの皆さんにお読みいただき、 別所線

利川促進につなげたいと、現在、絵本制作に取組んでいます。

この絵本は、以前、長野太学生によって作られた歌を器に捕か

れた、とても素朴で暖かみのある作品です。

来{f1J1には皆さんにご覧いただけ

る干定ですので、どうぞお楽しみに。

また、現在、この絵本の印刷

製本販売等をサポートしていた

だけるす)P1'，g.の方も募集していま

す(J2n 28日までい 詐Lくは下

記へお問い合わせください。

ザ.. 

.. ..-.. ，.相M，・

み..なで止めよう温・化

手-，・マイナス.. 
別所轄絵本制作チ ム「すろうらいふ・別所線」プロジェクト

[企画課内 .， 22・4100(肉親 1221))

24 2ω15.12.16 

， 
酬に臨時帥 ?凹叫掴

と坤インク時期し日開.直霊園巴i三吉
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